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住
所
 
〒
二
五
一－

〇
〇
五
二
 
神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
一－

九－

八 

電
話
 
〇
四
六
六－

二
二－

〇
〇
〇
四 

交
通
 
①
藤
沢
駅(

JR)

北
口
バ
ス
８
番
「
藤
沢
公
民
館
前
」
下
車
徒
歩
三
分 

②
藤
沢
本
町
駅(

小
田
急)

よ
り
徒
歩
八
分 

 

設
立
 
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年 

 

六
月
九
日 

 

初
代
教
会
長
増
田
金
太
郎
師
は
、
明
治
二
十
五
年
、
初
代
横
浜

教
会
長
福
田
助
次
郎
師
の
も
と
に
入
信
し（
助
次
郎
師
二
月
に
布

教
さ
れ
、
翌
三
月
に
す
ぐ
入
信
）、
翌
年
神
奈
川
七
軒
町
で
布
教

さ
れ
、
神
奈
川
教
会
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ご
比
礼
を
頂
き
ま
し
た
が
、明
治
三
十
一
年
家
業
の
整
理
の
た

め
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
明
治
三
十
五
年
二
月
新
た
に
藤
沢
で
布
教
を
始
め
ら
れ
、そ
の

年
六
月
九
日
教
会
設
立
許
可
が
下
り
、県
下
五
番
目
の
教
会
が
誕

生
し
令
和
四
年
百
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
布
教
開
始
僅
か
一
年
二
ヶ
月
後
、現
在
地
に
教
会
が
新
築
移
転

さ
れ
、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
初
代
金
太
郎
師
亡
き
後
、ご
養

子
の
坪
内
健
次
郎
師
が
継
が
れ

ま
し
た
が
退
任
さ
れ
、昭
和
十
八

年
六
月
に
三
代
教
会
長
と
し
て

高
橋
喜
一
師
が
就
任
さ
れ
、平
成
十
八
年
迄
六
十
三
年
間
教
会
長

の
御
用
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
四
代
教
会
長
高
橋
紀
代
士

師
が
後
継
さ
れ
ま
し
た
。平
成
二
十
八
年
か
ら
現
五
代
教
会
長
に

な
り
ま
し
た
。 

 
三
代
教
会
長
の
時
よ
り
教
職
舎
建
設
、
会
堂
新
築
、
長
年
の
願

い
の
教
会
境
内
地
の
購
入
、教
会
墓
地
内
に
信
徒
用
共
同
墓
地
の

建
立
等
々
の
お
か
げ
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
又
、
信
奉
者
活
動

で
は
、
信
徒
会
、
輔
教
会
、
典
楽
会
等
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

『
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
る
、
こ
れ
を
悟
れ
よ
。
人
の
力
の
及
ば

ぬ
処
に
神
の
力
が
あ
る
。
天
地
金
乃
神
は
万
能
の
神
ぞ
。
信
心
し

て
「
お
か
げ
」
を
頂
け
』 

こ
れ
を
、教
会
の
信
心
の
基
と
し
て
日
々
を
進
め
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。 

 
 

藤
沢
教
会 

教会長 高橋健雄 
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住
所
 
〒
二
三
一－

〇
〇
六
四
 
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
野
毛
町
二－

七
九 

電
話
 
〇
四
五－

二
四
一－

〇
〇
二
八 

交
通
 
①
桜
木
町
駅(

JR)

よ
り
徒
歩
五
分 

②
日
の
出
町
駅(

京
浜
急
行)

よ
り
徒
歩
五
分 

 

設
立
 
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年 

 

八
月
二
十
四
日 

 

金
光
教
野
毛
教
会
は
、明
治
四
十
五
年
に
元
の
神
奈
川
教
会
長

福
田
源
三
郎
師
が
野
毛
布
教
を
志
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
し
ば
ら
く
し
て
源
三
郎
師
は
事
情
が
あ
っ
て
神
奈
川
教
会
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、当
時
熱
心
に
参
拝
さ
れ
て
い
た
鈴
木
安

太
郎
師
が
家
業
を
や
め
ら
れ
、布
教
所
に
常
在
し
て
御
用
を
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
や
が
て
教
師
を
拝
命
さ
れ
、
専
心
布
教
に
当
た
ら
れ
る
な
か
、

大
正
六
年
八
月
に
、金
光
教
野
毛
教
会
が
設
立
の
お
か
げ
を
頂
き
、

以
来
多
く
の
人
が
助
け
ら
れ
、誠
一
筋
に
終
生
道
の
御
用
を
仕
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 
初
代
に
よ
っ
て
蒔
か
れ
た
信
心

の
種
が
、
幸
之
助
師
、
祐
師
、
重

光
師
と
受
け
継
ぎ
伝
え
ら
れ
、四

代
に
亘
っ
て
御
取
次
の
働
き
が
現

わ
さ
れ
て
参
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
神
様
、
霊
神
様
の
お
働
き
、
お
守
り
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
い

ま
す
。 

 
ま
た
、信
徒
の
皆
様
の
強
い
信
念
と
熱
意
に
励
ま
さ
れ
て
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

 
今
に
し
て
思
え
ば
、
関
東
大
震
災
、
そ
し
て
戦
災
と
二
度
の
大

き
な
災
難
に
遭
い
、
ま
さ
に
「
神
量
い
は
奇
し
く
て
」
の
今
日
で

あ
り
ま
す
。 

 
 

野
⽑
教
会 

教会長 鈴木重光 
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住
所
 
〒
二
五
二－

〇
〇
〇
一
 
神
奈
川
県
鎌
倉
市
稲
村
ガ
崎
四－

六－

一
五 

電
話
 
〇
四
六
七－

三
七－

八
〇
五
〇 

交
通
 
稲
村
ヶ
崎
駅(

江
ノ
島
電
鉄
線)

よ
り
徒
歩
四
分 

設
立 

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年 

十
一
月
四
日 

 

初
代
教
会
長
櫻
井
浅
次
郎
師
の
強
い
信
念
と
信
心
の
下
に
鶴
見

教
会
は
誕
生
注１
し
た
。
長
男
の
源
吾
は
尼
崎
に
入
信
、
副
教
会

長
と
信
徒
総
代
を
務
め
る
。
昭
和
三
年
鶴
見
区
菅
沢
に
転
居
、
自

宅
神
前
で
祈
念
し
続
け
、次
第
に
参
拝
者
が
増
え
御
用
に
専
念
す

る
。 昭

和
五
年
に
教
師
補
命
、神
奈
川
教
会
の
手
続
き
を
持
っ
て
七

年
に
会
堂
建
設
、
開
教
す
る
。
戦
災
で
焼
失
後
、
昭
和
二
十
九
年

に
旧
会
堂
完
成
、初
代
浅
次
郎
師
の
強
い
信
念
は
多
く
の
教
え
子

を
育
て
、
ま
た
手
続
き
も
八
指
を
数
え
る
。
信
徒
会
、
婦
人
会
、

青
年
会
の
他
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
進
め
、
特
に
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
は
神
奈
川
第
一
団
と
し
て

活
動(

移
転
後
も
鶴
見
で
活
動

中)

。
ま
た
典
楽
に
つ
い
て
は
現

在
ま
で
八
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
。 

長
男
源
吾
師
は
副
教
会
長
と

し
て
川
崎
、
熱
海
南
に
布
教
、
そ
の
傍
ら
昭
和
二
十
三
年
よ
り
医

療
に
進
出
、
病
院
を
複
数
経
営
し
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
鉄
筋
六

階
建
て
の
会
堂
を
建
設
、そ
の
中
に
一
般
財
団
法
人
や
つ
な
み
会

及
び
医
療
法
人
新
光
会
本
部
（
医
療
は
静
岡
二
ヶ
所
、
川
崎
一
ヶ

所
、
新
潟
一
ヶ
所
の
計
四
ヶ
所
、
他
静
岡
に
老
人
ホ
ー
ム
、
町
田

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
）
を
内
包
し
、
地
域
社
会
に
広
く
門
戸
を

開
放
し
た
。
浅
次
郎
逝
去
後
、
二
代
教
会
長
信
一
師
が
教
外
者
の

助
か
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
も
願
い
お
取
次
に
あ
た
る
。
布

教
七
十
年
の
際
に
は
信
徒
用
墓
碑
を
教
会
墓
地
内
に
建
設
、希
望

す
る
信
徒
の
御
遺
骨
も
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

近
年
、
会
堂
の
老
朽
化
の
た
め
、
行
政
よ
り
全
面
改
築
を
求
め

ら
れ
た
た
め
、
鎌
倉
教
会
と
の
統
合
と
い
う
御
影
を
蒙
り
、
稲
村

ガ
崎
に
新
し
く
教
会
を
建
築
。
現
在
、
後
継
の
次
男
智
行
師
と
共

に
御
用
を
す
す
め
て
い
る
。 

注１
旧
名
鶴
見
、
令
和
四
年
十
二
月
十
五
日
新
名
認
可
、
令
和
二
年
十
一
月
十

一
日
鎌
倉
教
会
と
統
合
、
令
和
五
年
大
磯
教
会
を
合
併
予
定 

 

鎌
倉
稲
村
ガ
崎
教
会 

教会長 櫻井信一 


